
 
 
 事業の背景                                  
 
◆全国的な傾向と同様に、宮崎県においても児童虐待相談・通告件数は増加し、行政、

NPO などによる切れ目のない子育て支援が行われています。 
 
◆しかし、虐待防止に取り組む専門機関は多忙を極めていること、支援機関同士のつ

ながりが薄く課題の共有が進んでいないことなど、子育て支援体制についての課題
が見受けられます。 

 
◆虐待の予防策として、子育て支援団体が協力し、保護者や児童養護施設職員などに 

養育技術を高める支援を行う必要性があります。 
 
 
 事業の概要                                  
 
◆暴力に頼らない養育スキルの効果への理解を広げることを目的に、保護者や子育て

支援者を対象に、親教育プログラム「コモンセンスペアレンティング」の研修会を
実施しました。また、引きこもりがちな保護者に対しては、子育て経験者による訪
問型子育て支援「ホームスタート」を提供し、子育て不安の緩和と子育てひろばや
講座への参加につなげることができました。 

 
◆子どもと親子向けの支援としては、怒り、衝動をコントロールし、対人関係や問題

を解決できる子どもを育て、加害者にしないことを目的に、暴力防止プログラム「セ
カンドステップ」を実施しました。 

 
◆さらに、各支援プログラムのトレーナーやホームビジターに対する研修会を実施す

ることでスキルアップに努め、支援プログラムの質の確保に努めました。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

キーワード 子育て 虐待防止 啓発 活 動 地 域 宮崎県 

事 業 名 地域の子どもを地域みんなで育てる事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 6,332 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 ドロップインセンター 

所 在 地 
〒880-0803 宮崎県宮崎市旭２丁目１番５号 総研ビル２階 

ＴＥＬ：0985-60-7690 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.drop-in.or.jp/ 

 

☞県内のさまざまな子育て支援団体と連携して実施したことで、支援ネットワークの基礎が
できました。各地のさまざまな支援ニーズに応えた活動の広がりが期待されます。 

 
☞複数の子育て支援団体が連携することで、単一のプログラムによるアプローチにこだわら

ず、子どもの成育段階や親の状況に合わせて切れ目のない継続した支援が行われています。 

ここに注目！ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

http://www.drop-in.or.jp/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120217136-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120217136-01.pdf

